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骨粗鬆症と食生活に関する研究

―若い頃の食生活との関連を中心に―
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　骨の成長に最も影響があると考えられる若い頃（10代後半～20代前半）の食生活が，閉経期以後の骨密度

に及ぼす影響を明らかにするために，整形外科外来に通院加療中の40歳以上の女性骨粗鬆症患者71人と，患

者群と年齢のマッチした女性ボランティア76人を対象として，若い頃および現在の食習慣調査・食品群別摂

取回数調査と骨密度の測定を行った。結果は次の通りである。

　1)　患者群と対照群の間で若い頃の体格には差が認められなかったが，現在の体重とBMI（Body Mass In-

dex）は，患者群が対照群に比較して有意に低値であった。

　2)　患者群の37％が過去に偏食ありと回答し，対照群の18％に比較して有意に高率であった。しかし，過

去の飲酒習慣やコーヒー摂取習慣には有意差を認めなかった。

　3)　若い頃の食品群別摂取回数では，患者群は対照群に比較して，牛乳の摂取回数が有意に少なく，肉類

・干もの・卵類の摂取回数の多い傾向がみられた。

　4)　若い頃に牛乳を週3回以上摂取していた者の割合は，対照群に比較して，患者群において有意に低か

った。

　5)　対照群における若い頃の食品群別摂取回数と腰椎骨密度との関連では，肉類および牛乳と骨密度の間

に有意の正相関を，芋類との間に負の相関を認めた。

　6)　現在の食習慣では，コーヒー摂取習慣のある者が，患者群において有意に多かった。しかし，現在の

食生活と骨粗鬆症あるいは骨密度との間には一貫した傾向はみられなかった。

　以上，本研究の結果をまとめると，若い頃の牛乳摂取は，回数が少ないことが骨粗鬆症と関連しているだ

けでなく，対照群における骨密度と若い頃の牛乳摂取回数が正相関を示しており，骨粗鬆症と関連する食生

活として重要であることが示唆された。
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